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研究報告

過疎地域で働き続ける中堅期保健師の活動に影響を与えた生活体験
Life�experience�that�influenced�the�activities�of�public�health�nurse�who�continue�

to�work�in�rural�area

室矢剛志1），藤井智子2）�
Takeshi�Muroya1）,�Tomoko�Fujii2）

キーワード：保健師，過疎地域，生活体験，モチベーション

抄録
【目的】�過疎地域で働く中堅期保健師の活動に影響を与えた生活体験を明らかにし，働き続けるためのモチベー

ション向上への示唆を得る．
【方法】�過疎地域市町村に所属する中堅期保健師5名を対象に，就職後から現在までの生活体験や勤務継続する

ことができた理由等について半構造化面接を行い，質的記述的に分析した．
【結果】�139コード，38カテゴリ，4コアカテゴリが生成された．就職当初は，住民との距離の近さや保健師の

仕事に【不安や戸惑いを感じる体験】があり，時間とともに【住民とのつながりが濃いゆえの体験】，【住
民であり保健師である体験】を積み上げ，これらの体験に面白さを見出し，【生活や仕事を肯定的に捉
える体験】をしていた．

【考察】�住民であり保健師である立場の体験が地域の理解を深め，保健師活動に良い影響をもたらし，過疎地
域での生活全体をポジティブに捉え直すことにつながった．早くから住民であり保健師でもある役割
の重なりを肯定的に意味づけし，自らの成長を実感することが自信となり，モチベーションの向上に
なることが示唆された．�

Ⅰ．はじめに
全国で過疎関係市町村の指定を受けている自治体
は，1,718市町村中797市町村（46.4%）であり，そ
の中でも北海道は179市町村中149市町村（83.2%）
が該当し1），全国と比べて過疎関係市町村に該当す
る割合が高い．北海道は全国の総面積の約22.1%を
占め，近畿・中国・四国地方を合わせた面積と同等
の広さを有しており，人口密度は都道府県の中で最
も低い2）．また，人口の3分の1以上が札幌に集中
する一方で，第1次産業等の主な生産の場である地
方部の人々は広域に分散して生活する散居形態をな
している3）．地方の人口減少は，経済規模を縮小さ
せ，日常の買い物や医療など地域住民の生活に不可
欠なサービスの確保が難しくなると考えられている4）．

そのため，北海道の過疎地域市町村では，医療，福
祉，介護，教育，商業等の生活関連サービスの減退
による生活のしづらさがあり，都市部とは異なる生
活環境にあるといえる．
過疎地域で働く保健師は，地域住民の日常生活，
家族関係，地域の中での人間関係をよく理解してい
る特徴5）がある．また，私生活に常に関わってくる
ような業務から行政や地域保健に密着した業務など
業務内容が多岐にわたっている6）．井口7）は，行政
保健師の仕事の量的・質的負担，情緒的負担，役割
葛藤といった「仕事の要求」が大きいほどバーンア
ウトとなり，離職意図が強くなると報告している．
過疎地域で働く保健師は，少人数で多様な業務を遂
行していることからも都市部と異なる情緒的負担や
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役割葛藤を抱え仕事への要求は大きい可能性がある
と考えられる．また，保健師の活動基盤に関する基
礎調査8）では，離職理由の中に保健師としてのやり
がいがない（14.0%），業務に関する精神的負担が大
きい（12.3%）こと等が要因としてあげられており，
過疎地域で働き続けるためのモチベーションを保つ
ことは重要である．
これらのことから，過疎地域の保健師がどのよう
な体験をし，地域に根差していくのかその過程や特
徴を明らかにすることは離職を防止していくために
も意義がある．しかし，保健師の過疎地域における
生活や働き続けるモチベーションに焦点を当てた先
行研究は見当たらなかった．そこで，本研究では北
海道を対象地域として，過疎地域で働く中堅期保健
師の活動に影響を与えた生活体験を明らかにし，働
き続けるためのモチベーション向上への示唆を得る
ことを目的とする．

Ⅱ．研究方法

1 ．用語の定義
生活体験：広辞苑9）によると，「生活」は，生存
して活動すること，世の中で暮らしてゆくこととさ
れている．生活体験は，「日常生活において自分自
身が身をもって経験したこと」と幅広い意味合いを
持たせる定義や，「掃除や炊事，洗濯，更衣など生
活に関連した動作や，自治会の活動など地域社会で
の生活活動に関連した体験」といった具体的な定義
など10），研究者によって様々であった．過疎地域で
働く保健師の実践では，職場と生活の場の境界がな
い11）特徴があることを踏まえ，本研究では，対象
者が就職してから現在まで住民の立場と保健師の立
場で暮らしていく体験を生活体験と定義した．

2 ．研究対象
出身地と異なる過疎地域市町村に新人として就職
した後，当該市町村で働き続ける中堅期保健師を対
象とした．また，長江12）は中堅期保健師を中堅前
期（5年～ 9年），中堅中期（10年～ 14年），中堅後
期（15年～ 19年）と定義しており，北海道保健師
現任教育マニュアル13）で新任期保健師を5年目まで
としている．これらの参考に，幅広い生活体験を聞
き取れるよう，経験年数6年目から19年目を対象と
した．

3 ．対象地域の選定方法
対象地域は，北海道の中で過疎地域市町村の全部
過疎に該当する人口10,000人未満の市町村とした．
また，人口10,000人未満の市町村で地域保健部門に
配属されている保健師数の平均が3.9名であること
踏まえ14），地域保健部門の保健師が4名以下である
ことを条件とした．�
以上の要件に該当する中堅期保健師を機縁法にて
抽出し，市町村の所属長および本人に対して研究目
的，研究方法，倫理的配慮について文書と口頭で説
明した上で，同意が得られた者を対象とした．

4 ．調査方法
データ収集は，2017年9月～ 11月の期間で実施
した．研究参加に同意が得られた対象者の都合の良
い日時と場所を設定し，インタビューガイドに基づ
く半構造化面接を実施した．面接はそれぞれ1回行
い，時間はおおむね60分程度とした．面接内容は，
研究対象者の許可を得てICレコーダーに録音した．�

5 ．調査内容
基本属性として性別，年齢，勤続年数，婚姻状況，
同居家族，人口規模，保健師の配属状況，最寄りの
人口10万人以上の都市までの距離について聞き取っ
た後，インタビューガイドに沿って，就職した理由，
過疎地域における生活体験の中で保健師活動に影響
した体験や勤務継続につながる体験について半構造
化面接を実施した．

6 ．分析方法
過疎地域で働き続ける中堅期保健師の活動に影響
を与えた生活体験を十分に聞き取り理解するため，
黒田15）やグレッグら16）の質的記述的研究方法を参
考に分析を行った．インタビュー内容から作成した
逐語録を事例ごとに熟読し，保健師活動に影響を与
えた生活体験を表している部分をコード化した．
コード化したデータを類似性と相違性を検討しなが
ら分類し，サブカテゴリを生成した．そして，類似
した意味内容のサブカテゴリを束ね意味することを
推敲しカテゴリを生成した．さらに，住民としての
立場や保健師としての立場に着目してカテゴリを分
類し，包括する上位の概念をコアカテゴリとした．
なお，分析した結果の真実性を確保するため，研
究協力者に抽出したカテゴリの分析結果について違
和感や疑問がないか確認を求めた．また，内容分析
において公衆衛生看護学および質的研究に精通する
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研究者と全分析過程において検討を重ね，分析の妥
当性の確保に努めた．

7 ．倫理的配慮
本研究は，旭川医科大学倫理委員会の審議を受け，
承認を得た研究計画書に基づき実施した（承認日：
日付2017年7月28日）．研究対象者に，本研究の趣旨，
目的，方法，研究協力は自由意志であること，いつ
でも研究の協力を中止できること，研究で得られた
個人情報は漏れることがないよう匿名性を守るこ
と，得られたデータは厳重に保管し研究終了後に処
分すること，得られたデータを研究以外の目的では
使用しないこと，研究を拒否または中断しても不利
益は生じさせないことなどについて文書および口頭
で説明した．また，面接はプライバシーが確保され
た研究対象者の希望する場所で実施した．�

Ⅲ．研究結果

1 ．対象者の基本属性（表1）
5市町村の5名に依頼し，研究の同意が得られた
対象者は5名であった．対象者の性別は全員女性，
年齢は29歳～ 44歳で平均36.2歳，勤続年数は7年
～ 19年で平均13.6年，全員既婚者であり，子ども
のいる方は3名であった．面接はそれぞれ職場の個
室で1回実施し，面接時間は53分～ 83分で平均
63.6分であった．研究対象者が所属している市町村
は，人口5,000人未満が3市町村，3,000人未満が2
市町村であり，地域保健分野に所属する保健師数は
3 ～ 4名で平均3.4名，所属する市町村から人口10
万人の都市までの距離は約30㎞～約210㎞であった．

2 ．過疎地域で働き続ける中堅期保健師の活動に影
響を与えた生活体験 （表2）
分析の結果，139コード，38サブカテゴリ，12カ
テゴリ，4コアカテゴリが生成された．文中では，
コアカテゴリを【　】，カテゴリを《　》，サブカテ
ゴリを〈　〉，コードを ｢　｣ で記述する．過疎地
域で働き続ける中堅期保健師の活動に影響を与えた
生活体験には，【不安や戸惑いを感じる体験】，【住
民とのつながりが濃いゆえの体験】，【住民であり保
健師である体験】，【生活や仕事を肯定的に捉える体
験】があった．コアカテゴリごとに結果を述べる.

1 ）【不安や戸惑いを感じる体験】
（1）《�初めて住む地域での生活に漠然とした不安を

感じる》
就職当初は，「就職するまで来たことがなかった
ため，町のどこに何があるかわからず孤独を感じた」
など〈住んだことのない地域で生活していくことに
孤独感があった〉．また，「近隣まで買い物に行くの
も車がないといけないという不便さを感じ，長く働
き続けられるのかなという気持ちがあった」など〈生
活面での不便さから漠然と長く働き続けられるのか
なという気持ちになった〉と感じ，初めて住む地域
での生活に漠然とした不安を感じていた．
（2）《住民との距離が近すぎて窮屈さを感じる》
過疎地域で生活をしてみて，「住民は自分のこと
をずっと見ているのではないかと感じ，恐ろしさが
あった」「今まで小さな市町村で生活した経験がな
かったため，どこの誰がっていうとあの人ねってわ
かる感覚にびっくりした」など〈住民に生活を見張
られている感覚があり窮屈さと戸惑いがあった〉．
また，「広報などを通じて，住民が一方的に自分の
ことを知っており，住民から声をかけられることに
ストレスを感じていた」など〈住民が一方的に自分

表1．対象者の基本属性
A B C D E

性別 女性 女性 女性 女性 女性
年齢 40代 30代 30代 40代 20代
勤続年数 19 16 7 19 7
婚姻 有 有 有 有 有
同居家族 5名 5名 2名 4名 2名
人口規模 5,000人未満 5,000人未満 3,000人未満 5,000人未満 3,000人未満

地域保健分野に
所属する保健師 3名 3名 4名 4名 3名

人口10万人以上の
都市までの距離 約130㎞ 約90km 約30km 約210km 約130km
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表2．過疎地域で働き続ける中堅期保健師の活動に影響を与えた生活体験
コア カテゴリ サブカテゴリ（コード数）

不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
る
体
験

初めて住む地域での生活に漠然
とした不安を感じる

住んだことのない地域で生活していくことに孤独感があった（2）
生活面での不便さから漠然と長く働き続けられるのかなという気持ちになった（3）

住民との距離が近すぎて窮屈さ
を感じる

住民に生活を見張られている感覚があり窮屈さと戸惑いがあった（7）
住民が一方的に自分の存在を知っているという状況に戸惑いを感じた（2）
保健師として立派な生活をしなければならないと考えてしまい苦しかった（2）

保健師として何をすべきか戸惑
う

就職当初は住民の生活がわからず何をすればいいのか戸惑いがあった（3）
就職当初は住民とのつながりがないことで家庭訪問に緊張感があった（1）

住
民
と
の
つ
な
が
り
が
濃
い
ゆ
え
の
体
験

担わなければならない地域の役割
が住民とのつながりを強くする

地域住民としての役割が多い反面住民とのつながりができた（5）
子育てをきっかけに地域の行事に参加する機会が増え住民とのつながりも増えた（1）

一住民として受け入れられ地域
に馴染んでいく

よそ者だった自分が住民から受け入れられて地域の一員だと感じることができた（3）
住民とのつながりが増えることでマイナスに感じていた生活面がプラスに変わっ
た（10）
結婚を機にこのままこの地域で生活しようと思った（1）
時間とともに住民との距離感に馴染むことができた（2）

住
民
で
あ
り
保
健
師
で
あ
る
体
験

生活の場に入り込み専門職とし
て地域をまるごと理解する

人とのつながりが強くなることであらゆる場面で情報が入ってくる（8）
住民との距離が近いゆえ役場職員として専門外の対応が求められる（1）
住民からのもらいものや自らの除雪の苦労から生活をイメージする（2）
保健師の立場からではなく住民として得た情報が保健師活動に役立った（9）
住民同士お互いを知っていることが当たり前の風土だと少しずつ理解した（2）
子どもの通う教育機関と保健師活動の担当地区が重なることで連携の基礎ができ
た（4）
住民と同じ生活をすることで基幹産業の大変さを理解し尊敬の念を持つ（3）

住民の立場を利用して信頼と安
心感を与える

生活の場面で気軽にかかわることが保健サービスにつながる（3）
同じ地域で暮らしていることで住民の信頼や安心感を引き出せている（5）

生
活
や
仕
事
を
肯
定
的
に
捉
え
る
体
験

気持ちの波がある中でも前向き
になるよう工夫をする

経験年数を重ねていくことでプレッシャーを感じる中やりがいを見出す�（3）
地域での生活のことを深く考えすぎない（1）
地域自体が嫌になったときは違う地域の人と遊んで気分転換をして乗り越える（1）

小さい町での生活のしやすさを
見出す

話しやすい関係性にある小さなコミュニティに心地良さを感じた（4）
限られた社会資源の生活に慣れていった（9）

つながりの濃い人間関係に面白
さを見出す

住民にどこで会っても声をかけられ頼ってくれることにうれしさを感じる（3）
保健師として住民に受け入れられると感じる（3）
住民同士のつながりの強い人間関係の中に面白さを見出す（2）
職場の人間関係の良さを感じる（9）

成長を実感し自信につなげる

住民と話す機会の多さが自らの知見を広げることにつながった（4）
自分自身の地域の中での子育てが保健師の成長につながった（6）
保健師が少ない職場の中で保健所保健師の存在が自分の目指す姿となった（1）
学会に発表する経験から自分たちの活動に自信が持てた�（1）

濃いつながりを活かした活動が
したいという想いを抱く

保健師として成長させてくれた住民に対して恩返しがしたいという気持ちを抱く（3）
住民の声が届きやすい環境の中で期待される保健師活動をしていく（8）
もともとある住民同士の強いつながりを活かした保健師活動を目指す（2）

日本ルーラルナーシング学会誌　第17巻（2022）4



の存在を知っているという状況に戸惑いを感じた〉．
さらには，「新任期のころは，保健師として立派な
生活をしなければならないと考えており，自分がい
い人でいなければいけないという思いが強かった」
「除雪や草刈りなど身の回りの生活自体をちゃんと
やらないといけないというのをなんとなく感じて苦
しかった時期もあった」など〈保健師として立派な
生活をしなければならないと考えてしまい苦しかっ
た〉と感じ，住民との距離が近すぎて窮屈さを感じ
ていた．
（3）《保健師として何をすべきか戸惑う》
出身地と異なる過疎地域で保健師として初めて働
いてみて，「住民の生活がわからないのでどう支援
すればいいのだろうと感じ，何のために自分がいる
のかわからなかった」「保健師は何をするのかわか
らず，言われたことをやっているという感覚だった」
など〈就職当初は住民の生活がわからず何をすれば
いいのか戸惑いがあった〉．また，〈就職当初は住民
とのつながりがないことで家庭訪問に緊張感があっ
た〉とも感じ，就職当初は保健師として何をすべき
か戸惑いがあった．

2 ）【住民とのつながりが濃いゆえの体験】
（1）《�担わなければならない地域の役割が住民との

つながりを強くする》
地域活動の役割を担う人材が不足している現状か
ら，「消防団，サークル，労働組合などいろいろな
役割が全部回ってきたが，その活動を通じて人との
つながりが広がり，いろんな人と仲良くなれたこと
が一番良かった」「地域の活動に参加することを通
して住民とのかかわりが増え，友達ができた」など
と捉え，〈地域住民としての役割が多い反面住民と
のつながりができた〉と感じていた．また，自らの
ライフイベントである〈子育てをきっかけに地域の
行事に参加する機会が増え住民とのつながりも増え
た〉ことを感じ，地域の役割を担うことや自らのラ
イフイベントを機に住民とのつながりが強くなるこ
とを自覚していた．
（2）《�一住民として受け入れられ地域に馴染んでいく》
住民とのつながりが増えたことで，〈よそ者だっ
た自分が住民から受け入れられて地域の一員だと感
じることができた〉と実感していた．また，「自分
を知ってもらえている人が増えたことで，人と会う
のが嫌だと感じなくなった」「住民とのつながりが
できることで，生活しやすくなり，仕事もしやすく
なったと感じた」など〈住民とのつながりが増える

ことでマイナスに感じていた生活面がプラスに変
わった〉と感じていた．さらには，〈結婚を機にこ
のままこの地域で生活しようと思った〉のように，
ライフイベントをきっかけとして過疎地域での生活
を続けていくことを考えていた．そして，さまざま
な場面で住民として受け入れられることで，「就職
したときから住民との距離感は変わらないが，時間
とともにその距離感に慣れ，嫌だと感じなくなった」
「人とのつながりや過ごしてきた時間が地域に馴染
ませてくれた」のように〈時間とともに住民との距
離感に馴染むことができた〉と捉え，一住民として
受け入れられ地域に馴染んでいくことを実感してい
た．

3 ）【住民であり保健師でもある体験】
（1）《�生活の場に入り込み専門職として地域をまる

ごと理解する》
「人とのつながりが強い分，いろいろな情報が得
られる．聞きたくない情報もあるが，保健師活動に
はいい影響があると感じている」「生活の場に出る
ことで，住民の行動やつながりを把握することがで
き，実際の支援の場面で把握した情報を活用するこ
とができた」など〈人とのつながりが強くなること
であらゆる場面で情報が入ってくる〉ことを認識し
ていた．また，「高齢者の方は，役場が一体的なも
のだと捉えている方が多く，保健師活動している中
で役場全般のことを聞かれることがある」のように
〈住民との距離が近いゆえ役場職員として専門外の
対応が求められる〉状況にもあった．それでも，〈住
民からのもらいものや自らの除雪の苦労から生活を
イメージする〉〈保健師としての立場でなく住民と
して得た情報が保健師活動に役立った〉〈住民同士
お互いを知っていることが当たり前の風土だと少し
ずつ理解した〉〈子どもの通う教育機関と保健師活
動の範囲が重なることで連携の基礎ができた〉のよ
うに，生活の中で得られた情報や住民とのつながり
から専門職として地域の理解を深めていた．さらに
は，「自らが基幹産業を体験することで，従事する
ことの大変さや家族として支えることの大変さがわ
かり，尊敬できるようになった」など〈住民と同じ
生活をすることで基幹産業の大変さを理解し尊敬の
念を持つ〉ようにもなり，自ら住民の生活の場に入
り込むことで専門職として地域をまるごと理解して
いた．
（2）《住民の立場を利用して信頼と安心感を与える》
住民であり保健師である立場を利用して，「保健
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師としてではなく，仕事以外の場面で教室などの声
かけをしたら，教室につながると思った」「生活の
場面で気軽に健診の勧奨をしたほうが申し込みして
もらいやすかった」など〈生活の場面で気軽にかか
わることが保健サービスにつながる〉と感じていた．
また，「この地域で暮らしていて，顔を知られ，自
分自身のことを知ってもらえることで有効な関係性
が築けていき，住民が安心して接してくれるように
なった」など〈同じ地域で暮らしていることで住民
の信頼や安心感を引き出せている〉と捉え，住民で
ある立場を利用して信頼と安心感を与えることがで
きることを実感していた．

4 ）【生活や仕事を肯定的に捉える体験】
（1）《�気持ちの波がある中でも前向きになるよう工

夫をする》
保健師として働き続ける状況について，「日々の
保健師活動の中で，モチベーションに影響すること
が数多くあり，その中で気持ちの波がありながら勤
務継続している」「経験を重ねていくと，仕事に対
するプレッシャーを感じるが，やりがいを感じたり，
頑張らなきゃとも思う」と捉え，〈経験年数を重ね
ることでプレッシャーを感じる中やりがいを見出
す〉ことを実感していた．また，「このまま田舎で
暮らしていて，自分の人生ってどうなるのだろうみ
たいなことを思いつめずに深く考えない」のように
〈地域での生活のことを深く考えすぎない〉ように
することや〈地域自体が嫌になったときは違う地域
の人と遊んで気分転換をして乗り越える〉のように，
気持ちの波がある中でも前向きになるよう工夫をし
ていた．
（2）《小さい町での生活のしやすさを見出す》
過疎地域で生活を続けていく中で，「1つの保育所，
小学校，中学校しかないが，自分たちの声が届きや
すい，保護者のつながりを作りやすい，いろいろな
人と話しやすいという点はいいなと思う」「子ども
を連れていると住民が声をかけてくれて，人の温か
さを感じた」など〈話しやすい関係性にある小さな
コミュニティに心地良さを感じた〉と捉えていた．
一方，都市部と比べて「子どもの少年団や部活が少
なく，選べない」「結婚後引越しが必要になったが，
古い公営住宅の他に家はなく，住宅を選べなかった」
など限られた選択肢の中で生活していた．それでも，
「買い物の不便さは，生活していくにつれて慣れて
いった」「この先の妊娠，出産を考えたとき社会資
源が少なく，不便に感じることがあると思うが，そ

れも慣れていくのだろうなと思っている」「暮らし
てみると都市がそう遠く感じず，意外と不便もない
なと思った」など〈限られた社会資源の生活に慣れ
ていった〉と捉え，小さい町での生活のしやすさを
見出していた．
（3）《つながりの濃い人間関係に面白さを見出す》
時間とともに住民とのつながりが増えていくこと
で，「プライベートでも気軽に相談してくれる，保
健師としてみてもらえていることはうれしいと感じ
る」など〈住民にどこで会っても声をかけられ頼っ
てくれることにうれしさを感じる〉ことが語られた．
また，「住民に自己紹介をしたときに，みんなが興
味を持って迎えてくれて，住民が保健師を受け入れ
てくれていると感じた」「だんだんと顔と名前を覚
えられることに嬉しさを感じ，自分を頼ってくれて
いる住民さんもいることで仕事が続けられている」
「自分を頼ってくれる住民の存在が仕事を続けられ
るモチベーションに影響している」のように〈保健
師として住民に受け入れられると感じる〉と実感し
ていた．このように，住民と良好な関係を築いてい
くことで，「人のネットワークの強さを感じ，その
ネットワークを活用して保健師活動に役立つ情報を
収集できることに面白さを感じた」など〈住民同士
のつながりが濃い人間関係の中に面白さを見出す〉
ようになった．さらには，少人数である〈職場の人
間関係の良さを感じる〉と捉え，少人数の職場にお
ける職員と良好な関係を築くという点でもつながり
の濃い人間関係に面白さを見出していた．
（4）《成長を実感し自信につなげる》
住民同士のつながりが濃い地域で生活を続ける
中，〈住民と話す機会が多いことで自らの知見を広
げることができた〉と実感していた．また，自らの
ライフイベントを通して，「自分の子育て経験を振
り返ることで，自分と同じように苦しんでいるお母
さんになにか伝えられるかもしれないと感じた」な
ど〈自分自身の地域の中での子育てが保健師として
の成長につながった〉ことを認識していた．さらに
は，〈保健師が少ない職場の中で保健所保健師の存
在が自分の目指す姿となった〉ことや自分たちの取
り組みをまとめて〈学会に発表する経験から自分た
ちの活動に自信が持てた〉ことで保健師としての成
長を実感し自信につなげていた．
（5）《�濃いつながりを活かした保健師活動がしたい

という想いを抱く》
過疎地域で働き続ける中，「保健師として成長さ
せてくれた住民に対して，保健師活動を通じて恩返
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ししたいという気持ちを持っており，保健師をやめ
ないで続けているモチベーションに影響している」
など〈保健師として成長させてくれた住民に対して
恩返しがしたいという気持ちを抱く〉ことが語られ
た．また，「住民との距離が近いからこそ，住民の
生活を把握し，住民の気持ちを考えた保健師活動が
できると感じた」「住民が言ってくれるということ
は，期待されているからだと思うし，そういう声を
大事に保健師活動していきたいと思う」などと捉え，
〈住民の声が届きやすい環境の中で期待される保健
師活動をしていく〉ことを大切にしていた．さらに
は，「住民同士のつながりを少しずつ保健師活動に
関連させることで住みやすい町になると感じ，住民
の力を活かした町を目指して活動している」など〈も
ともとある住民同士の強いつながりを活かした保健
師活動を目指す〉といった住民同士の濃いつながり
を活かした活動がしたいという想いを抱いていた．

Ⅳ．考察
過疎地域で働く中堅期保健師は，時間とともに生
活や仕事の捉え方がポジティブに変化し，働き続け
るモチベーションを高めていたと考える．本研究で
は，過疎地域で働く中堅期保健師の活動に影響を与
えた生活体験の特徴と働き続けるモチベーションを
向上するための支援の観点から考察していく．

1 ．過疎地域で働く中堅期保健師の活動に影響を与
えた生活体験の特徴
過疎地域で働く中堅期保健師は，就職当初，《初
めて住む地域での生活に漠然とした不安を感じる》
といった多くの人々が感じる初めての体験への不安
に加え，《住民との距離が近すぎて窮屈さを感じる》
といった住民の距離に戸惑いがみられた．中山間地
域に暮らす20代社会人を対象とした研究では，地
域社会の閉塞感や個人生活への干渉が住み易さに
とってマイナス要因になると報告されている17）．本
研究では，住民に一方的に知られている状況や立派
な生活をしなければいけないと考えてしまうことな
ど，自らの立場が周囲から見張られている実感につ
ながり，見知らぬ地域で生活していくことに不安や
戸惑いといったマイナスの気持ちを持つようになっ
たと考える．さらに，《保健師として何をしたらよ
いか戸惑う》という新任期保健師が抱える困難感18）

も感じていた．住民との距離の近さからくる戸惑い
に加え，初めて社会人になったことによる不安や緊
張も抱えており，就職当初はストレスの高い時期で

あったと考える．生活や仕事に不安や戸惑いを感じ
る中，《担わなければならない地域の役割が住民と
のつながりを強くする》体験をしていた．�2015年
の厚生労働白書によると，全国的に住民の地域活動
への参加が低下傾向19）にあり，過疎地域において
は都市部よりも担い手が減少し，生活者として避け
られない町内会活動などといった地域住民の役割を
担わなければならない状況にあるといえる．このよ
うなやや強制的な体験を通じて住民とのつながりが
必然的に強くなっていく姿がみられ，住民とのつな
がりが強まっていくことで《一住民として受け入れ
られ地域に馴染んでいく》体験をし，過疎地域での
生活の良い面にも気づくことができたと考える．
さらに，《生活の場に入り込み専門職として地域
をまるごと理解する》《住民の立場を利用して信頼
と安心感を与える》といった住民であり保健師でも
ある役割の重なりを利用した活動を実践していた．
そして，住民と同じ地域で生活をすることで基幹産
業の大変さを理解し,�産業を支えている住民への尊
敬の念を持つようにもなった．山崎ら20）は，地域
の慣習，行動パターンに理解や共感を示すことは住
民の精神的安寧につながると述べている．住民であ
り保健師でもある立場で地域を深く理解し，生活の
中で築いた人間関係を意図的に活用することが保健
師として住民に信頼と安心感を与える活動となり，
保健師活動に良い影響をもたらしたという実感につ
ながったと考える．これらの住民であり保健師であ
る体験の積み重ねから，《気持ちの波がある中でも
前向きになるよう工夫をする》《小さい町での生活
のしやすさを見出す》《つながりの濃い人間関係に
面白さを見出す》《成長を実感し自信につなげる》
といった生活や仕事を肯定的に捉え，《濃いつなが
りを活かした保健師活動がしたいという想いを抱
く》体験をしていた．大森ら21）は，地域への愛着
を日常生活圏における他者との共有経験によって形
成され，社会的状況との相互作用を通じて変化する
地域に対する支持的意識であり，地域の未来を志向
する心構えであると定義した．本研究では，過疎地
域で住民とともに体験したことを大切なものとして
捉え，自らを成長させてくれた住民に対して恩返し
がしたいという想いのもと地域の将来を見据えた目
標を持っており，地域への愛着が形成されていたと
考える．�

2 ．働き続けるモチベーションを向上するための支援
働き続けるモチベーションを向上するうえで，《つ
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ながりの濃い人間関係に面白さを見出す》体験が注
目される．本研究では，地域住民とかかわる機会が
多く，どこで会っても声をかけられ頼られるなど住
民とのつながりの濃い生活体験をしていた．山田ら
22）は，心の拠り所の獲得が新人保健師の精神面で
の支柱となることを述べており，つながりの濃い生
活体験の中で良好な人間関係を築けたことや住民か
らの期待を実感できたことが心の支えとなったと考
える．そのため，就職後まもなくから臆することな
く住民と関係を良好に築くとともに，濃い人間関係
を土台とした住民であり保健師である役割の重なり
が効果的な保健師活動につながることを意味づけて
いく必要がある．さらには，〈職場の人間関係の良
さを感じる〉ことを実感していた．職場でのコミュ
ニケ―ションの豊かさが成長を促す23）ことや，プ
リセプターが信頼しあえる関係を築き安心感を与え
ることが仕事を継続していく上で重要な役割を果た
す24）ことからも人間関係の良さはモチベーション
を高める大切な条件といえる．本研究の対象地域は，
所属する保健師の平均が3,4名の小規模な職場環境
であり，一人一人の保健師の役割の範囲が広くプリ
セプターを決めることも難しいことが推測されるた
め，過疎地域で保健師として暮らすことの体験を日
頃の良好な人間関係のなかで語り合う職場風土も大
切であると考える．新任期保健師は，場を与えられ
ないと自ら相談することができない25）こともあり，
特に，就職当初の過疎地域での暮らしの不安や戸惑
いを受け止め，生活や仕事について気軽に相談でき
る機会を職場の中で意図的に作ることが過疎地域で
の生活をスタートする上で必要不可欠である．
本研究では，働き続ける中で《気持ちの波がある
中でも前向きになるよう工夫をする》ことでやりが
いを見出すとともに，《成長を実感し自信につなげ
る》体験をしていた．保健師は職務経験を重ねるこ
とで自信を獲得し26），実践経験を振り返り意味付け
ることで実感に伴う学びを得たり，保健師活動の基
盤となる考えを深めたり，目指す方向性を見出すと
いわれている27）．また，新任期保健師が意欲的に学
習を行うためには，保健師の役割や活動，思考や価
値観に対して意義を感じる必要があるといわれてい
る28）．本研究においても活動をまとめて学会に発表
することが自信となっており，過疎地域での保健師
活動を省察的に振り返る機会を持つことが自らの成
長の実感に必要であると考える．
以上のことから，働き続けるモチベーションを向
上する支援として，住民や職場の濃い人間関係を前

向きに捉え住民であり保健師である重なりを肯定的
に意味づけること，現任教育の中で生活や仕事につ
いて気軽に相談できる機会を意図的に作ること，自
らの活動を省察的に振り返り成長の自覚につなげ過
疎地域で働く自信をつけることが重要である．�

Ⅴ．おわりに
本研究では，過疎地域で働き続ける中堅期保健師
の活動に影響を与えた生活体験を明らかにした．住
民であり保健師でもある立場が地域の実態を深く捉
えることにつながり，住民との関係を主軸とした生
活体験が保健師としての活動の幅を広げ自信や成長
に寄与する特徴にあることが明らかになった．一方
で，働き続けるモチベーションを低下させる生活体
験があることも推察されるため，それらの生活体験
と離職の関連についても明らかにしていく必要があ
る．また，今回の対象者はすべて女性であり既婚者
であった．〈結婚を機にこのまま地域で働こうと思っ
た〉というデータが示す通り，既婚である影響は大
きいといえる．さらに，性別や経験年数によっても
生活体験の捉え方に影響があると考えられる．その
ため，今後は対象者のライフイベントを考慮し，男
性を含めた調査や経験年数別での生活体験について
も検討していく必要がある．また，今回は北海道を
対象地域に選定したが，地域特性によって生活体験
の特徴が異なるため，全国の過疎地域に拡大して検
討していくことも必要である．
最後に，本研究を実施するにあたり，ご多忙にも
かかわらず，調査に快くご協力いただきました市町
村保健師の皆様に深く感謝申し上げます．なお，本
研究は平成30年度旭川医科大学大学院修士課程の
論文に加筆・修正を加えたものである．
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実践報告

Ａ離島における高齢者のもつストレングス
－初めての訪問看護事業所開所時の座談会での高齢者の発言の分析から－

Strength�of�the�Elderly�in�Remote�Island�of�A：��
Via�the�analysis�of�remarks�of�the�elderly�in�the�discussion�meeting��

when�the�first�home-visit�nursing�office�was�opened

佐久川政吉1），津波勝代2），折戸雅恵2）�
Masayoshi�Sakugawa1）,�Katsuyo�Tsuha2）,�Masae�Orito2）

キーワード：島嶼，訪問看護，高齢者，ストレングス，つながり

抄録
本研究の目的は，A離島の高齢者のもつストレングスを明らかにし，そのストレングスを活かしたA離島で
初めての訪問看護の実践への示唆を得ることである．
研究協力者は高齢者サロン15 ヶ所の座談会に参加した高齢者173人で，彼らから出てきた質問・意見等をデー
タとした．データに「研究者から捉えられる高齢者のもつストレングスは何だろうか」の問いをかけ，キーセ
ンテンスとして導き出し，類似した意味内容を集めサブカテゴリーとし，抽象度を高めカテゴリーを生成した．
その結果，高齢者のもつストレングスは，【訪問看護利用への希求】【介護保険への関心】【地域密着型病院
への期待】【訪問看護の存在への安心と感謝】【家庭・地域の実情の情報発信力】【介護体験の仲間との共有】【率
直な不安の表出】【世話役としての主体性】【元気になれる島への愛着】であった．
今後は高齢者のもつストレングスを活かし，関係者を巻き込んだ連携を図り，訪問看護を実践していくこと
である．

Ⅰ．はじめに
島嶼県沖縄には160の島々（うち39の有人離島）
が点在するが，病院が立地する宮古島と石垣島，
8,000人弱のA離島で，訪問看護ステーションは宮
古島と石垣島のみであった1）．A離島の住民は国民
の義務として介護保険料は払っているが，島内で利
用可能な医療・介護保険サービスが限られ，訪問看
護の利用を望んでもA離島では選択できない理不
尽さがあった．
A離島病院看護部は，方針のひとつに「働く仲間
をはじめ，島の住民と相互に支え・支えられる関係
づくり」を掲げ，「柔軟な発想で，離島の不利性を
有利性に」，「ないものはない．しかし，できること

がある」という発想のもと，日々の看護実践を行っ
ている．看護の役割拡大として，2013年から週1回，
外来看護師による訪問看護（医療保険）を導入した．
きっかけは，ドクターヘリでA離島から沖縄本島
に救急搬送され治療中だった重症患者B氏の「生ま
れ島で最期を迎えたい」のひと言であった．退院時
は余命1・2年と言われていたB氏は，8年が経過し
た現在でもA離島の自宅で暮らしている．一方，A
離島出身者が沖縄本島で治療を受け，A離島に戻っ
て最期の時間を家族や親戚，友人たちに囲まれ，馴
染んできた島の風景や自然等の環境で過ごしたいと
願っても，在宅看取りケアがいつでも可能な訪問看
護がないことで，願いが叶えられない住民が出てき
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た．看護部では，「A離島で生まれ育ったから，最
期まで島で暮らしたい」と願う住民の手助けをした
いとの思いを強くし，2019年10月にいつでも対応
可能な訪問看護事業所（みなし指定）を開所した．
菊池2）は島嶼の看護職者は「島嶼住民の考えとそ

の背景にあるものをよく知り，看護活動に住民を取
り入れ，理解を促していくこと」の必要性を述べて
いる．我々が訪問看護事業所開所にあたって大事に
したことは，専門職者の視点から訪問看護を実践す
るだけではなく，A離島で暮らす生活者の一人であ
ることを認識し，住民（利用者本人・家族・周囲の
関係者）の視点も加え，住民に寄り添える支援であ
る．そこで我々は，小地域（字，集落）ごとに訪問
看護事業所開所時の座談会を開催した．その目的は，
訪問看護の内容・手続き等の情報共有，高齢者が訪
問看護に求めているニーズの把握，高齢者が座談会
でどのような意向や捉え方等をするのかを見出し，
訪問看護の実践に活かすためである．
高齢化率約30%のA離島では，座談会形式がリ
ラックスして対話ができると考えた．このような住
民と専門職者が話し合うことの重要性について，森
合3）は，「住民と話し合いながら知恵を絞り，地域
への想い，将来への想いを語り合うことが重要であ
る」ことを述べている．中澤4）は，「地域でできる
だけ長く健やかに暮らす仕組みを作るためには，医
療・介護サービスを利用する前の日常の段階で，健
康の専門家に出会い，自身の健康に関心を向け，予
防するきっかけを得たり地域の中でケアをしあえる
環境を作ること」を提案している．そこで我々は，
訪問看護事業所開所前から，関係機関・地区組織団
体（役場，介護保険サービス事業所，ケアマネジャー
連絡会，社会福祉協議会，区長会，婦人会等）と同
時進行で，訪問看護を利用する可能性の高い高齢者
を対象に座談会を企画・実施してきた．高齢者を対
象としたのは，利用者として，または家族として，
訪問看護の利用に最も近い存在と考えられること，
過去の入院経験や介護体験等から自分事として身近
に感じることが出来ると推測したからである．
島嶼性の視点から，訪問看護開所時に高齢者との
座談会を開催する意義は何だろうか．A離島のよう
な狭小性のある島嶼では，高齢者本人や家族・親戚
の血縁や隣近所等の地縁のつながりを含めた関係性
の中で暮らしていることが多い．嘉数5）は，島嶼の
狭小性のプラス面として，コンセンサスが得やすい，
共同的紐帯，生活情報の共有を挙げ，大湾6）は，情
報共有の容易性は，住民が目標の方向性や共に参加

する基盤をつくることを可能にすることを示唆して
いる．島嶼の情報共有の容易性を活かし，新しいサー
ビスである訪問看護が，口コミで住民に周知され，
必要な時に必要な住民がいつでも利用できるしくみ
になることが期待できるため，高齢者サロンでの座
談会を開催する意義があると考えた．
訪問看護に関する周知度の調査では，三浦7）は「在
宅療養にかかるサービスを知っているが，通所介護
82.5%，訪問介護77.4%に対して，訪問看護41.0%で
あり，住民の中で周知されていない」と報告してい
る．A離島でも通所介護と訪問介護は既にサービス
としてあるため，新しい訪問看護の周知は低いこと
が予測された．また中澤8）は，「地域の住民は健康が
最優先ではなく，日常生活に既に組み込まれている
もの（農作業，グラウンドゴルフ等）の優先度が高い．
住民の楽しさや関心事，優先度の高いものに乗って
関わっていくことで馴染んでいくことができる．（中
略）関係性が出てくると，ちょっと困っていること
があってと相談に来るようになる」と述べている．
先行研究も踏まえた上で，A離島において，高齢者
に馴染みのある場として高齢者サロンに出かけ，訪
問看護開所時の座談会を開催する必要性を感じた．
ところで，高齢者が座談会における訪問看護に関
連する意向や捉え方等を見出すための手がかりとし
て，本稿ではストレングスの視点に着目した．スト
レングスモデルは個人の持つ力に着目しそれをケア
に生かすことを重視していること9）や，わが国では，
地域における個人と環境（隣近所等）との相互関係
のなかで個人をいかすストレングスがあること10）

が指摘されており，高齢者等の住民同士の関係性が
見出せると考えた．ストレングスとは，「個人およ
びその人を取り巻く環境がもっている強みのこと」11）

であり，その構成要素はRappら12）によると，個人
としての能力，願望，自信，環境としての資源，社
会関係，機会がある．本稿においては，訪問看護の
利用に関する高齢者および高齢者をとりまく環境が
持っている強みとした．
以上の背景から，高齢者が集まる小地域のサロン
を座談会の場として応用し，高齢者の生の声（意見
や質問等）を通して高齢者のストレングスを見出し，
開所後の訪問看護の実践に役立てていく必要がある
と考えた．
本研究の目的は，A離島の高齢者のもつストレン
グスを明らかにし，そのストレングスを活かしたA
離島で初めての訪問看護の実践への示唆を得ること
である．
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Ⅱ．研究方法

1 ．研究協力者
A離島内の高齢者サロン15 ヶ所の座談会に参加
した高齢者．

2 ．データ収集と分析
座談会には，我々（共同研究者3人）のうち1人
または2人で参加し，前半20分を訪問看護の経緯や
内容（申請手続き，在宅で医療行為が可能，訪問介
護との違い，在宅看取りがやりやすくなること等）
を説明し，後半20分は高齢者との質疑応答や意見
交換を行った．データとして，高齢者から出てきた
質問や意見等はその場でメモ書きをし，終了直後に
加筆修正し，翌日までに報告書として文章化し，共
同研究者間で確認した．データ収集期間は，2019
年9月～ 2020年2月である．
その報告書から，高齢者の意見，質問等を抜き出
した文章から，「研究者から捉えられる高齢者のも
つストレングスは何だろうか」の問いをかけ，一文
一義でキーセンテンスとして導き出した．そのキー
センテンスで類似した意味内容のものを集め，抽象
度を高めサブカテゴリーとした．さらに，類似した
サブカテゴリーを集め，抽象度を高めて，高齢者の
もつストレングスとしてカテゴリーを生成した．分
析過程では共同研究者間の一致を担保しながら合意
が得られるまで進めた．

3 ．倫理的配慮
研究協力者には開始前に，座談会や研究の目的や
内容について説明し，口頭で意見・質問等をメモ書
きすることの了解を得て，座談会での発言内容（意
見・質問等）を訪問看護の実践や研究発表で使用す
ることの了解を得た．データは個人や地域が特定さ
れないようにID化し，個人情報の保護に努めた．
また，今回の座談会での意見・質問等は，今後の訪
問看護の利用や病院受診等で不利益を被ることはな
いことを説明した．

Ⅲ．結果

1 ．座談会および研究協力者の概要（表1）
A離島にある高齢者サロン21 ヶ所中15カ所

（71.4%）で開催し，場所は1ヶ所を除き小地域内に
ある公民館で，参加者は7～ 22人，計173人，平均
の参加者は11.5人であった．

表1．座談会および研究協力者の概要
サロン
（ID） 参加者数 担当者数

Ａ 12人 2人

Ｂ 15人 1人

Ｃ 11人 2人

Ｄ 8人 2人

Ｅ 14人 2人

Ｆ 8人 1人

Ｇ 10人 1人

Ｈ 22人 2人

Ｉ 20人 2人

Ｊ 10人 1人

Ｋ 7人 2人

Ｌ 8人 1人

Ｍ 11人 1人

Ｎ 7人 1人

Ｏ 10人 1人

計15 ヶ所 計173人

2 ．座談会で見出されたA離島の高齢者のストレン
グス（表2）
座談会で見出された高齢者のストレングスとし
て，104のキーセンテンスから24のサブカテゴリー，
9つのカテゴリーを抽出した．キーセンテンスは
“　”，サブカテゴリーは〈　〉，カテゴリーは【　】
で示す．キーセンテンスの末尾の（　）内のアルファ
ベットは，サロンのIDを示す．
高齢者の意見・質問等からは，島内にはなかった
訪問看護の基本的な情報として，“シャワー浴介助
等，内容で料金が変わるのか（H）”等の<訪問看
護の利用料金はいくらか>，“訪問看護は介護保険
で使えるのか（L,M）等の<訪問看護の利用方法を
教えてほしい>が見出された．また，“隣の一人暮
らしのおばあちゃんの面倒をみているが，一人暮ら
しも担当するのか（F）等の<訪問看護の対象を教
えてほしい>，“家で点滴もできるのか（A）”等の
<訪問看護の内容を教えてほしい>が見出された．
さらに，“訪問介護で風呂を入れたりするのに，訪
問看護と何が違うのか（O）”等の<訪問看護と訪
問介護との違いは何か>，“医者が訪問するのとは
違うのか（G）”等の<訪問看護と訪問診療の違い
は何か>等から，カテゴリー【訪問看護利用への希
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表2．座談会で見出されたA離島の高齢者のストレングス
主なキーセンテンス サブカテゴリー カテゴリー

シャワー浴介助など、内容で料金が変わるのか（Ｈ）
訪問看護の

利用料金はいくらか

訪問看護利用への希求

介護度によって料金は違うのか（Ｃ）
寝たきりの人もいれば、歩ける人もいるが、かかる料金は違うのか（Ｌ）
訪問看護は介護保険で使えるのか（Ｌ）（Ｍ）

訪問看護の
利用方法を教えてほしい訪問看護を使う時にはどこに行ったらいいのか（Ｃ）

一人暮らしで電話がかけられない人はどうするのか？（B）　
隣の一人暮らしのおばあちゃんの面倒をみているが、一人暮らしも担当するのか（Ｆ）

訪問看護の
対象を教えてほしい家から出られない人が対象か（Ｅ）

これから年をとったら認知症も心配。認知症の人も対象か（Ｅ）
家で点滴もできるのか（A）

訪問看護の
内容を教えてほしい訪問看護師は、呼んだらすぐに来てくれるのか（Ｈ）

夜はどう対応するのか、連絡するのは何時からと決まっているのか（Ｉ）
訪問介護で風呂を入れたりするのに、訪問看護と何が違うのか（Ｏ）

訪問看護と
訪問介護との違いは何かヘルパーはよく利用しているので、訪問看護との違いで悩むかもしれない（A）

デイサービスとデイケア、ヘルパーと訪問看護の違いは何か（Ｆ）
医者が訪問するのとは違うのか（Ｇ）　 訪問看護と

訪問診療との違いは何か医者の訪問（訪問診療）は続けるのか（Ｉ）
介護保険の該当する人としない人の違いは何か（A）

介護保険の対象は誰か

介護保険のへの関心

要支援の人も訪問看護を受けられるのか（Ｈ）
介護保険を受けていない人でも利用することはできるのか（Ｋ）
80・90歳になって何でもできる人がいるが、介護保険の申請はしていた方がよいのか（Ｃ）

介護保険の
手続きはどうするのか介護認定を受けないでも訪問看護は使えるのか（Ｇ）

介護保険の手続きはどこでするのか（A）
国民保険と介護保険の違いは何か（A）

介護保険と
他の保険との違いは何か介護保険と訪問看護とは関係ないのか（Ｃ）

介護保険と医療保険の両方を使うのか（Ｅ）
病院のリハビリで若い人が熱心に関わっているのをみて癒された（A）

病院は以前より
良くなってきている

地域密着型病院への期待
病院への文句は去年まではあったが、今はない（A）　
病院に送り迎えのサービスをしていることを聞いたことがあるが、今でもあるのか（Ｎ）
（地域に）病院にはあまり行きたがらない人がいる（E） 地域が信用できる病院に

なってほしい地域の人たちが信用する病院になって欲しい（A）　
最近は孤独死が多くなっているので（訪問看護のような）家に回ってきてくれるのは助かる（Ｍ）

訪問看護があることで
安心でき、感謝する

訪問看護の存在への
安心と感謝

病院から看護師が家に来るなら、一人で寝ている年寄りはホッと安心する（Ｋ）
一人暮らしが多いので、（訪問看護があれば）何かあった時に助かる（A）
初めて訪問看護の話を聞けて理解できた。島でできるだけ暮らしていけるようになる（Ｅ）

訪問看護の良さが伝わる家族にも親戚にも、訪問看護があることをもっと知ってほしい（Ｋ）
訪問看護の説明で思いが伝わってきた感じがする（A）
90歳を過ぎて体もだいぶ弱くなってきているのに、「大丈夫」だと言ってサービスを利用しない人もいる（Ｆ）

地域の実情を教える
家庭・地域の実情の
情報発信力

地域には高齢者だけでなく、若い一人暮らしの人がもいっぱい住んでいる（Ｋ）
昔は（島では面倒がみれず）沖縄本島に預けたままだった（Ｄ）
自分の嫁には苦労をかけたくない。さっさと向こう（あの世）に連れて行って欲しい（Ｋ）　 家庭の事情を話す嫁は頼りにならない（A）
以前に家族が家で最期のときに訪問してもらって、最期まで看護師がいろいろやってくれたので助かった（Ｎ） 看護師が最期まで訪問した

体験を話す

介護体験の仲間との共有

母親の時に1週間使ったことがあって、すごく助けられた。最後までちゃんと面倒をみてくれた（Ｋ）
隣の高齢者に食事の差し入れをしているが断られ、代わりにお菓子をあげている等の体験談を話す（Ｆ） 介護体験を話す夫を介護した体験を話す（A）　
父が病院で亡くなったので心残りがある（Ｋ）　　

病院についての体験を話す母親の時に、医者と看護師が一緒に来ていた（訪問診療）（Ｇ）
自らの受診体験や救急車搬送体験を話し、病院のことを話題にする（A）
今は夫婦二人だからいいけど、年をとって一人になったら不安（Ｄ）　

将来への不安を口にする

率直な不安の表出
今は大丈夫だけど、これからどうなるかはわからない（Ｋ）
みんな元気じゃないですよ。あっちこっち痛い（Ｄ）　

衰えていく体について話す始めに目から悪くなる、耳も遠くなっている（Ｄ）
年をとるにしたがって体も弱くなる（Ｄ）
必要な時に急に利用するのではなく、日頃から看護師と顔見知りになったり、話をしていると利用しやすくなる（B） 訪問看護利用の

コツを教える
世話役としての主体性（訪問看護は）体験しないとわからないので、必要な人はまずは使ってみる（B）

（サロン代表）今日の集まりのために各家庭を回って呼び掛けた（Ｅ） 地域での行事に
関係者を誘う字の行事や小学校運動会での高齢者パレードがあるのでぜひ見て下さいとの誘いあり（Ａ）

島外に長男がいて「来ないか」と呼ばれるが島がいい（A）
島が好き

元気になれる島への愛着

私は沖縄本島には行かないよ、島が好きだから（Ｄ）　
年をとると、施設よりも自分のお家で死にたい（Ｋ）　
ずっと本島で入院していても、島の風景を見たら元気になる（Ｅ）　

島では元気になれる病気によっては本島で治療して、島に帰ってきたら元気になれる（Ｅ）　
本人が病気を知らなくても、島の生活やリハビリ、食事でよくなるし、元気になると思う（Ｅ）
＊キーセンテンスの末尾の（アルファベット）は、サロンのIDを示す
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求】が見出された．
介護保険制度については，“介護保険の該当する
人としない人の違いは何か（A）”等の<介護保険
の対象は誰か>，“80・90歳になって何でもできる
人がいるが，介護保険の申請はしていた方がよいの
か（C）”の<介護保険の手続きはどうするのか>，“国
民保険と介護保険の違いは何か（A）”等の<介護
保険と他の保険との違いは何か>の要望等から，カ
テゴリー【介護保険への関心】が見出された．
病院・訪問看護に関わることとして，“病院のリ
ハビリで若い人が熱心に関わっているのをみて癒さ
れた（A）”等の<病院は以前より良くなってきて
いる>，“地域の人たちが信用する病院になってほ
しい ”の<地域が信用できる病院になってほしい>
の意見・要望等から，カテゴリー【地域密着型病院
への期待】が見出された．
訪問看護に対しては，“最近は孤独死が多くなっ
ているので（訪問看護のような）家に回ってきてく
れるのは助かる（M）”等の<訪問看護があること
で安心でき，感謝する>，“初めて訪問看護の話を
聞けて理解できた．島でできるだけ暮らしていける
ようになる（E）”等の<訪問看護の良さが伝わっ
た>の意見から，カテゴリー【訪問看護の存在への
安心と感謝】が見出された．
地域に関連しては，“90歳を過ぎて体もだいぶ弱
くなってきているのに，大丈夫だと言ってサービス
を利用しない人もいる（F）”等の<地域の実情を
教える>，“自分の嫁には苦労をかけたくない．さっ
さと向こう（あの世）に連れて行って欲しい（K）”
等の<家庭の事情を話す>の意見から，カテゴリー
【家庭・地域の実情の情報発信力】が見出された．
過去の体験として，“以前に家族が最期のときに
家に訪問してもらって，最期まで看護師がいろいろ
やってくれたので助かった（N）”等の<看護師が
最期まで訪問した体験を話す>，“隣の高齢者に食
事の差し入れをしているが断られ，代わりにお菓子
をあげている等の体験談を話す（F）”等の<介護
体験を話す>，“父が病院で亡くなったので心残り
がある（K）”<病院についての体験を話す>の話題
から，【介護体験の仲間との共有】が見出された．
高齢者の現状から“今は夫婦二人だからいいけど，

年をとって一人になったら不安（D）等の ”<将来
への不安を口にする>，“みんな元気じゃないです
よ．あっちこっち痛い（D）等の ”<衰えていく体
について話す>の話題から，カテゴリー【率直な不
安の表出】が見出された．

“必要な時に急に利用するのではなく，日頃から
看護師と顔見知りになったり，話をしていると利用
しやすくなる（B）”等の〈訪問看護利用のコツを
教える〉，“今日の集まりのために各家庭を回って呼
び掛けた（E）”等の<地域での行事に関係者を誘
う>の意見から，カテゴリー【世話役とのしての主
体性】が見出された．
島で暮らし続けることに関して，“私は沖縄本島
には行かないよ，島が好きだから（D）”等の〈島
が好き〉，“病気によっては本島で治療して，島に帰っ
てきたら元気になれる（E）等の<島では元気にな
れる>の意見から，カテゴリー【元気になれる島へ
の愛着】が見出された．

Ⅳ．考察

1 ．A離島の高齢者のストレングスとしての「つな
がり」の豊かさ
A離島で座談会に参加した高齢者のストレングス
として，個人レベルにとどまらず，周りの環境（地
域）とのつながりを含んだ多様なストレングスが見
出された．A離島の特徴として，社会人類学者の比
嘉13）は，「人びとの日常生活での人間関係の網目は，
血縁・地縁がからみ，また，最近まで村落結婚が多
かったので，親族関係は多層的で濃縮したものと
なっている」ことを指摘している．大湾14）は，「島
しょ地域の過去も現在も，人と人とのつながりが広
くて深く，助け合い，支え合って共に生きている．
そこで暮らす人々の力を借り，地域で育まれる互助
に関わる実践の力強さに着目することが求められて
いる」と指摘している．A離島においても，看護職
者は地域の人と人とのつながりや互助に着目し，高
齢者の力を借りていく必要があると考える．
個人レベルのつながりのストレングスとして，【介
護体験の仲間との共有】が見出された．大口ら15）は，
ルーラルエリア（豪雪地帯）での高齢者のストレン
グスとして，「過去の体験から得られた自信があり，
長年の生活の中で学び，体験し苦難を乗り越えてき
たことによる自信を身につけていた」ことや，「地
域の中での長年の伝統や会の運営に携わってきた自
信と誇りを有していたことから，高齢者のストレン
グスは過去の様々な体験の積み重ねから現在の自信
が形成されている」ことを報告している．�A離島
の高齢者においても，過去の介護体験を仲間と共有
できる自信や誇りを有していると思われる．意図的
に高齢者と会う機会をつくって，高齢者から介護体
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験を聴くことで，本来もっているストレングスを活
かすことにつながると考える．
続いて，今回，カテゴリーとして【世話役として
の主体性】が見出されたことは，A離島には他者の
ために地域のために世話を焼ける利他性をもつ世話
役の高齢者が含まれていることが推察される．野口16）

は，「グローバル化の影響を受けて失うのは，身近
に暮らす人々の共感と利他主義の発揮であり，相互
扶助がもたらす安心，心地よさである」と述べてい
るが，A離島の高齢者には，利他性や相互扶助の精
神があることが伺える．また狭間17）は，ストレン
グスは，「個人だけでなく，家族などの集団・コミュ
ニティも保有するとされる資源という意味をもつ」
ことを述べている．高齢者はケアの対象と捉えるだ
けでなく，地域でのケアにつながる・つなげる資源
としても捉え，共にケアを創っていく人として位置
づけていくことが，A離島のように高齢化率が高い
島嶼では特に大事な視点と考える．大湾18）は，「知
恵もちの高齢者たちは，島の豊かさとは，ものの豊
かさではなく，人の豊かさという光の面を多く語っ
ていた」と述べている．世話役になる高齢者は，「自
分とつながる他者を多様に把握しており，ネット
ワークの紐帯の結節点にいる19）」ことや，「家族や
仲間との交流から得てきた自信，地域文化の伝承や
交流活動の世話役を引き継いできた自信と誇りを有
し，自己実現と社会貢献の力を発揮していた20）」こ
とが報告されている．世話役やサロンに参加してい
た高齢者たちのように島嶼の高齢者のもつ人として
のつながりの豊かさを地域ケアに活かしていく必要
がある．
さらに高齢者からは，<島では元気になれる>と
<島が好き>の【元気になれる島への愛着】が見出
された．島嶼の高齢者の背景にあるものとして，下
地21）は宮古島の高齢者の地域に住み続ける意味と
して，「配偶者との死や子どもたちとの物理的な距
離が広がる中で，友人や隣人からの情緒的な支えが
幸福感に大きな影響を及ぼすものと考えられる．実
際に，生まれ育った島に対する愛情や信頼感が高ま
るばかりでなく，精神的な安心感や住み続けること
そのものが生きる自信につながっている」と述べて
いるが，A離島の高齢者たちも同様な傾向があるの
かもしれない.A離島出身で島外に入所しているA
離島出身者の「島に帰りたい」「島で最期を過ごし
たい」は，単なる個人の家という自宅のみの範囲で
はなく，自宅のある小地域やA離島全体を含めて
家や島として広く捉えていると思われる．�

2 ．座談会での高齢者のストレングスを活かした訪
問看護への示唆
今回，座談会に参加した高齢者から，A離島では
新しいサービスである【訪問看護利用への希求】や
【介護保険への関心】をもっていること，【介護体験
の仲間との共有】が見出されたことは，高齢者を巻
き込んだ訪問看護を実践していける可能性が示唆さ
れる．そして，高齢者のストレングスとしての「つ
ながり」の豊かさを今後の訪問看護の実践で活かし
ていく必要がある．野口22）は，「島しょ保健看護の
高度実践に求められていることは，グルーバル化が
進む現代の特徴になじみにくい島しょの弱みに屈せ
ず，島しょの強みに基盤を置くことである．島しょ
の強みとは，互いに助け合って，島に住み続けたい
と共に思っている，文化のもつつなげる力であり，
それを活かすことである」．また，コミュニティナー
スとして活動する中澤23）は，「看護師がもつアセス
メントの視点やコミュニケーション能力など，ケア
と医療機関という特別な場所に閉じ込めず，まちの
様々な場所で，多様な分野の人と活かすことができ
るよう，その土地にあった地域の中での看護実践」
の必要性を述べている．石垣ら24）は島嶼の地域看
護活動の展開方法として，「固定観念にとらわれず，
住民・専門職すべてを多様な役割の担い手として活
用・連携する」ことを導き出している．これらは専
門職者との連携にとどまらず，地域の住民を含めた
多種多様な連携として捉えることができる．A離島
での連携においても，地元だからこそ知っている【家
庭・地域の実情の情報発信力】がある高齢者がおり，
【世話役としての主体性】が示唆されたことから，
看護職者と住民との小地域に根差した連携の可能性
がみえてくる．
また，【元気になれる島への愛着】が話題になっ
たように，A離島が好きで最期まで住み続けたいと
願う高齢者や，【地域密着型病院への期待】，【訪問
看護の存在への安心と感謝】のように，安心・感謝
の念を抱いている高齢者を，地域で共にケアする仲
間，連携する仲間として巻き込める可能性があると
考える．高齢者を巻き込むことで，都市部に比べて
一見，資源が足りないように見えるが，インフォー
マルサポートを活かすことで地域連携の可能性が見
えてくる．
大湾25）は，「島しょでは医療と介護の連携は，狭

小性が幸いして，すぐに会えることから協働連携が
容易である．生活支援と予防は公助・共助による活
動の場は多くはないが，伝統行事や地域行事などの
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ほか，日常的に出会う機会が多く，顔見知りも多い
ため，つながり助け合いの機会が確保しやすい有利
性があることを看護職者が意識化しておくことで，
地域連携に活かせると考える」と述べている．また，
野口26）は，「島嶼では人々とともにケアをつくり，
それによって島が育つ．それができる土壌が島には
あり，その土壌で育つ看護は貴重である」と述べ，
住民を巻き込んだケアの豊かさに期待している．さ
らに，島嶼における看護実践として，「地域ケアは，
ケアを地域で実践することではなく，地域によるケ
アであり，地域に対する看護活動である」と述べ，「病
院は，人々の願いを実現できるように努力し，地域
の人々は，自分たちの病院を愛し，改善のための意
見を述べる．地域の人々が利用しやすく，参加しや
すくするために，垣根低くすることで地域の病院と
なれる」と述べている．資源としての各小地域での
世話役の高齢者を把握し，本人・家族の意向も踏ま
えた上で，訪問看護と世話役との連携を模索してい
くことが必要になってくると考える.

3 ．本研究の限界と今後の課題
本研究の限界は，A離島の全ての高齢者サロンの
座談会を開催できなかったこと，本研究の結果は，
座談会での質疑応答や意見交換から研究者が見出し
た高齢者のもつストレングスであり，高齢者自身に
直接ストレングスについてインタビューして得られ
た結果ではなかったことである．今後は訪問看護を
利用した当事者（利用者本人，その家族）の生の声
を聞き，当事者の視点から捉えた高齢者や訪問看護
師のストレングスを明らかにすることである．

Ｖ.おわりに
本研究は，A離島で初めての訪問看護開所時の座
談会における高齢者のもつストレングスを見出し，
そのストレングスを活かした訪問看護の実践への示
唆を得た．高齢者のストレングスは，【訪問看護の
利用への希求】，【介護保険への関心】，【地域密着型
病院への期待】，【訪問看護の存在への安心と感謝】，
【家庭・地域の実情の情報発信力】，【介護体験の仲
間との共有】，【率直な不安の表出】，【世話役として
の主体性】，【元気になれる島への愛着】であった．
今後の方向性は，見出した高齢者のもつストレン
グスを活かして，訪問看護の対象を捉え，周囲の関
係者を巻き込んだ連携を図って，訪問看護を実践し
ていくことである．�
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実践報告

島嶼地域における高齢者の「地域によるケア」にみる互助の機能
The�Function�of�Mutual�Aid�in�"Care�by�the�Community"��

for�older�adults�on�Islands

田場由紀1），大湾明美1），山口初代1），砂川ゆかり1），宮里智子1），西平朋子1）�
Yuki�Taba1）,�Akemi�Ohwan1）,�Hatsuyo�Yamaguchi1）,�Yukari�Sunagawa1）,��

Tomoko�Miyazato1）,�Tomoko�Nishihira1）

キーワード：島嶼，互助の機能，高齢者，地域によるケア

抄録
本研究の目的は，島嶼地域における地域住民が実践している「地域によるケア」を見出し，互助（住民同士、
またはボランティアによる助け合い）の機能について考察することであった．フィールドは地域活動を把握し
た8島，研究協力者は行政担当者4名，看護職4名，住民11名であった．データの収集は面接にて地域活動の
内容や取り組みプロセスを聞き取り，分析は「互助はどのような機能を発揮しているのか」に焦点をあてて行っ
た．倫理的配慮として，研究への協力は自由意思によること，個人情報は保護されることなどを説明し同意を
得た．8島の互助による地域活動は16事例把握された．地域活動から見出された互助の機能は，【世話し世話さ
れる活動の積み重ねで住民よる助け合いの風土へ貢献】，【高齢者に馴染む活動で楽しみの醸成】，【「島で暮らす」
を生きる交流の促進】，【「住民同士で支え合う」を継承する地域づくり】であった．互助の機能は，伝播し，
自助を高め，当事者の関与によって発展することが示唆された．

Ⅰ．はじめに
我が国の高齢者ケアは，これまでの自助・共助・
公助の組み合わせに，互助を加え，地域の実情に応
じて，それぞれの機能を活かした地域包括ケアシス
テムの構築・深化をめざしている．その互助の機能
は，介護予防・生活支援に期待が寄せられている．
互助とは何か．恩田1）は，互助について，他者と

の行為の交換であり，双方向の志向性をもつと説明，
「互助行為は「助力」をもって他者に対して働きか
ける，あるいは他者を必要とする社会的行為」と定
義している．また，白澤2）は，社会資源の供給主体
として自助・互助・公助を分類し，互助とは親戚，
友人・同僚，近隣，ボランティアによるサポートと
定義している．そして，地域包括ケアを推進する地
域包括ケア研究会3）は，自助・互助・共助・公助を
その行為の主体と機能から定義している．互助につ
いては「インフォーマルな相互扶助」とし，近隣や

ボランティアによる助け合いとしている．互助の機
能は，公助や共助の代替えとして高齢者の支援を担
うという手段としての機能4）5）と，支えられながら
担い手となることにより，高齢者の参加を促進し，
生きがいになるという目的としての機能7）8）につい
ての報告がある．このことは，互助の機能は，超高
齢社会においてケアの担い手と高齢者自らの生きが
いの醸成の観点からその活用を図っていく必要性が
あると考える．
ところで，広い海域に39島の有人離島を有する
沖縄県は「公助」として，介護保険制度施行時には，
「保険あってサービスなし」の事態を回避するため
に，様々な工夫を凝らしてきた．例えば，人口千人
未満の小離島であっても診療所があることを活かし
て居宅療養管理指導や訪問看護のみなし指定を実施
し，最低限の介護保険サービス確保に努めてきた9）．
また，島々に講師を派遣して出張型でヘルパーを養
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成してきた10）．しかし，「共助」としての介護保険サー
ビスは脆弱で高齢化率，介護認定率が高く，独居高
齢者の割合の高い小離島では「自助」への期待も薄
い．このように，公助・共助・自助の組み合わせだ
けでは，高齢者の課題を解決することは困難であっ
た．大湾11）は，その課題解決に向けて，波照間島
の「互助」の高さに着目し，互助の機能を活性化さ
せ，高齢者の地域ケアを誕生させた．それは，小離
島における地域ケアは「互助」の機能を活かして公
助・共助・自助を補うことを示しており，我が国の
めざす地域の実情の応じた地域包括ケアの構築・深
化に向かっている事例といえる．
地域包括ケア，とりわけ地域ケアについて考察し
たM．Bayley12）は，�ʻCare�out�of�Communityʼ�ʻCare�
in�the�Communityʼ� ʻCare�by�the�Communityʼの段
階があると述べている．ʻCare�by�the�Communityʼ�
すなわち，「地域によるケア」は，最も高いレベル
の地域ケアであり，専門職だけでなく地域住民とと
もにケアを創造することとしている．島嶼地域は，
環海性，狭小性，孤立性という特徴から，地域住民
が顔の見える関係であることから，互助の機能を活
かした「地域によるケア」を創造する基盤があり，
その実践が見いだせると考えた．
そこで，本研究の目的は，島嶼地域における地域
住民が実践している「地域によるケア」を見出し，
互助（住民同士、またはボランティアによる助け合
い）の機能について考察する．
なお，本研究における「地域によるケア」は，住
民同士による助け合いまたは住民のボランティアに
よる高齢者のための活動，つまり互助による地域活
動とした．

Ⅱ．研究方法
1 ．フィールドの選定
対象候補とした離島は，沖縄県が平成23年発行
した「沖縄における今後の離島振興策に関する調査
報告書」13）による離島類型化から “遠の島 ”（孤立
型離島であり拠点島と距離があり，自立性を有する
島）と，“近 ”の島（近距離型離島であり中核とな
る島から近いが，ある程度の機能をもち自立性を有
する島）とした．39島中 “遠 ”の島は11島，“近 ”の
島は10島の合計21島とした．そのうち，互助によ
る地域活動が把握できたのは “遠 ”の島6島，“近 ”の
島2島の合計8島であった．人口は，最小で約500人，
最大で5,000人であった．高齢化率は，最も低い島
で約17％，最も高い島は約45％であった．

2 ．研究協力者の選定
互助による地域活動について，各島の地域包括支
援センターを通じて，その活動について詳しい者の
紹介を得て，面接協力候補者とした．面接協力候補
者に対し，電話及び面談により研究の趣旨を説明，
同意の得られたものを研究協力者とした．研究協力
者は，行政担当者4名，看護職4名，住民11名であっ
た．�

3 ．データの収集
データの収集は，2018年12月～ 2019年3月の期
間に面接にて実施した．調査項目は，互助による地
域活動の内容，きっかけ，取り組みプロセスとその
活動における研究協力者の評価であった．面接内容
は研究協力者の同意を得てICレコーダーに録音，
逐語録を作成した．

4 ．データの分析
逐語録を精読し，互助による地域活動の概要とし
て活動のきっかけ，活動の基盤づくり，活動の実際
を整理し活動ごとの個票を作成した．
次に，逐語録から「互助はどのような機能を発揮
しているのか」に焦点をあて，質的帰納的方法で分
析した．キーセンテンスは “　”，サブカテゴリーは
《　》，カテゴリーは【　】で示す．

5 ．倫理的配慮
面接協力候補者には，研究の趣旨と内容，方法を
説明し，参加は自由意思によること，同意後も同意
の撤回が可能であることを説明した．また，面接内
容に関連する個人情報（個人名，地区名，そのほか
個人が特定される情報）は，記号化，匿名化するこ
となど，個人情報は保護されることを文書と口頭で
説明し，同意を得た．なお本研究は研究者の所属す
る機関における研究倫理審査委員会を受審し2018
年9月18日に承認を得て実施した（承認番号：
15016-変更1）．

Ⅲ．結果
8島の互助による地域活動は16事例把握された（表
1）．互助による地域活動の概要は，ひとりの高齢者
の困りごとや危機感をきっかけとした活動（A-1，
D-4，F-8），地域の課題を捉えた住民による行政へ
の提案をきかけとした介護予防活動（B-2，E-5，
H-14），介護予防活動から派生した楽しみの活動
（E-6，E-7，H-15，H-16），自分たちが楽しむため
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の活動（C-3），住民のアイデアをきっかけにした
活動（F-9，G-10，G-11，G-12，G-13）があった．
これらの地域活動に見出された互助の機能は，【世
話し世話される活動の積み重ねで住民よる助け合い
の風土へ貢献】，【高齢者に馴染む活動で楽しみの醸
成】，【「島で暮らす」を生きる交流の促進】，【「住民
同士で支え合う」を継承する地域づくり】であった．
（表2）

1 ．世話し世話される活動の積み重ねで住民よる助
け合いの風土へ貢献

《「他者を世話する」機会を得て、その役割で楽し
む》では，“体操教室やサロンなど交流活動でのボ
ランティアとなって、「暗くなるのが早くなって帰
りの高齢者の足元が心配」など課題に気づいたら冬
時間と夏時間を設定するなど、その都度対処を工夫
するようになった（36-E-7）”，“百歳体操の世話役
を時々お願いする隣人には、負担にならないよう機
械の操作だけを依頼していたが、隣人は回数を重ね

表1．互助による地域活動の概要
離島類型 島 人口 高齢化率 活動ID 互助による地域活動の概要

近
の
島

A 約5,000人 約27％ A-1
　おしゃべり好きな認知症高齢者が、知人宅で昼夜を問わず長居をしてしまうとい
う課題に対し、仲間で定期的におしゃべり会をしようと民生委員が提案し協力者を
得て、定期的にサロンを開催している

B 約2,200人 約17％ B-2
　民生委員が、高齢者の行き場を作りたいと行政に相談したことをきっかけに、住
民主体の活動として百歳体操の立ち上げと運営、高齢者と世話役がともに参加者に
なるよう工夫し継続実施している

遠
の
島

C 約500人 約30％ C-3
　老人会への入会を拒否している女性らがサークルを立ち上げ、趣味活動として地
域の美化活動に着手、閉じこもりがちな高齢者宅の前に植栽し、世話を依頼するこ
とで介護予防へ貢献している

D 約1,200人 約26％ D-4
　自宅の老朽化により転居を余儀なくされる地域の高齢者の課題に対し、区民全員
で話し合い、共同売店を立ち上げた経験を生かし、共同アパートの建築に着手して
いる

E 約1,600人 約29％

E-5
　百歳体操に取り組んだことで膝関節変形症が改善した住民を、ほかの住民が世話
役として行政へ推薦し、住民主体の活動として百歳体操教室の立ち上げと運営、継
続を実施している

E-6
　百歳体操教室の参加者に対し、世話役から島の行事へ余興で参加することを提案
し、高齢者主体の踊りサークルを立ち上げ、継続している

E-7
　百歳体操教室のメンバーで、レクレーションなど交流を楽しむための資金の確保
を話し合い、高齢者の提案で定期的に集まり定額を積み立てる模合をおこし、ドラ
イブや旅行を企画、実施している

F 約900人 約34％

F-8
　踊りの伝承者である高齢女性が、若い婦人への継承に危機感を伝えたところ、婦
人会の話し合いで、週2回の伝承活動が企画、提案され、高齢女性を講師として定
期的に実施、継続している

F-9
　踊りの伝承活動の合間に婦人会活動について話し合ったことから、島唐辛子を用い
た特産品のアイデアが生まれ、島の企業と協働で商品を開発、島唐辛子の生産活動に
高齢者が参加し、高齢者の就労を促進している

G 約1,200人 約26％

G-10
　島での運動習慣を確立したい島民有志らが、家庭で使用されていない健康器具の
持ち寄りを島民へ提案したところ、多くの器具の提供を受け、公共施設に常設し、
簡易的な持ち寄りジムを開設、運営している

G-11
　民生委員が、健康で元気な高齢者らが行き場がなく、活動が少ないことを課題と
感じ、農業の知識を活かして、場所と手入れの不要な島唐辛子の生産を提案、組合
への出荷ルートを確保し就労を支援している

G-12
　島の有志が、ひとり暮らし高齢者に対し、持ち寄りのカフェを提案し、公共施設
を利用して定期的に開催、参加者による持ち寄りのため、費用がかからず、高齢者
はできることで運営に参加し、継続している

G-13
　島の有志の企画で、高齢者が畑で余らせている野菜を販売するための市場を定期
的に開催、高齢者宅に野菜を取りに行き、会場で販売、売り上げを高齢者へ届ける
ことで、島の資源の循環に挑戦している

H 約1,700人 約19％

H-14
　民生委員として島の高齢者の世話をするため百歳体操の世話人を引き受け、近隣
にサポートを依頼しながら実施、体操の参加者を増やし、高齢者を世話する仲間を
増やすことを意図して継続している

H-15
　老人会の休会で実施されなくなったグラウンドゴルフを、体操教室のメンバーのレ
クレーション活動として開始し、体操教室に参加していない高齢者にも呼びかけ、定
期的にグラウンドゴルフ交流会を開催している

H-16
　若い婦人の世代が、島の暮らしの知恵を学ぶため、地域の高齢者を講師として、
野草を学ぶ会、大正琴を学ぶ会などを企画、世代間交流を実施している
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るうちに体操のビデオを流すだけではなくレクレー
ション活動も取り入れるなど高齢者を楽しませる工
夫をした（19-H-14）”などがあった．
《活動を通して「世話し世話される」関係を醸成
する》では，“民生委員として、「高齢者の通いの場
をつくりたい」と行政に相談したところ、百歳体操
を勧められ、その実施方法は住民に委ねられたので、
住民同士で話し合い、通いの場が実現した（103-B-
2）”，“これまでグランドゴルフをする場所は老人
会が手入れしていたが、休会となり、あれ放題になっ
ていた広場を、島の勉強会や体操教室の仲間で草刈
りをしてグラウンドゴルフができるよう整備した
（7-H-15）”などがあった．
《世代間交流や世話する体験を促し、助けあいの
風土を育む》では，“前期高齢者の女性達は、島の
人材をも講師として活用するほか、島外の老人福祉
センターの趣味活動も情報収集し、それを模倣し楽
しんだ（106-C-3）”，“体操教室には、ボランティ
ア仲間が複数いるので、盛り上げ役や方言で応答で
きるなどの得意なことは、高齢者の多様なニーズに
対応しているので、得なことでそれぞれが助けあっ
た（34-E-5）”などがあった．
《行政の力も借り、住民に馴染む活動の場を拡げ
る》では，“私（住民）は、膝関節変形症が改善し
た体験を一人の高齢者に語ったら、それが噂となり、
行政が行う体操教室に盛り込まれ、そこで、ボラン
ティアとして役割を担うことになった（26-E-5）”，
“自宅で寝ている健康器具の再利用のために無償提
供を依頼したら、たくさんの器具があつまったので、
行政に設置場所を相談し、老人福祉センターの一角
に器具が設置され、住民が自由に利用できるトレー
ニングジムにした（63-G-10）”などがあった．

2 ．高齢者に馴染む活動で楽しみの醸成
《交流を目的とする活動で楽しみを引き出す》で
は，“島のイベントに体操教室の仲間でチームをつ
くり、踊りを披露したら、楽しく生きがいになった
とお礼を言われた（43-E-6）”，“島の唐辛子を使用
した特産品は、婦人会により販売ルートが確保され
ているので、高齢者が原材料（唐辛子）を育てる楽
しみが増え、島の小さな経済活動にも貢献した（99-
F-9）”があった．
《高齢者のできそうなことを見つけ、生産活動へ
の参加を促進する》では，“唐辛子の栽培は簡単で
あるが、出荷の作業に手間暇かかるので、若者より
高齢者に向いており、民生委員の私は、地域の高齢

者に勧め、生産者を増やした（79-G-11）”，“若者
たちは、高齢者の作った野菜を洗ったり値札をつけ
たりして商品となるまでの工程を補佐し、販売売り
上げを高齢者へ還元した（71-G-12）”があった．
《できないことを補いながら、高齢者が楽しみ、
無理なく参加できる活動を見いだす》では，“若者
らが始めた野菜の販売への参加を重ねるうちに、高
齢者は野菜を洗ったり、束ねたり、できることを増
やした（73-G-11）”，“私（住民）が開催している
ひとり暮らしの持ち寄りカフェでは、行政が企画す
る活動とは異なり、高齢者たちは「お客さん」では
なく、持ち寄りという自覚で、高齢者たちは率先し
て会場づくりなどできることをしてくれた（75-G-
13）”があった．

3 ．「島で暮らす」を生きる交流の促進
《島の暮らしの継続に向け課題に取り組む》では，
“おしゃべり会は、一人のおしゃべり好きの方が認
知症になり、昼夜を問わず知人の家に長居をして対
応に困っていたので、定例で公民館に集まり、おしゃ
べりを楽しもうと民生委員から提案され、知人から
協力が得て開始した（1-A-1）”，“トレーニングジ
ムの発起人は、過去に島の飲酒習慣を改善した（ノ
ンアルコールビールを取り入れた）成功体験があり、
運動習慣もつくれることを期待し仲間たちと取り組
んだ ”（65-G-10），“自治会は過去に島内移住希望
者のアパートを確保した経験があり、地元の高齢者
が家屋の老朽化により、住居を失い、島外へ転出せ
ざるを得なかったという課題に直面したとき、高齢
者のためのアパート建設に、取り組み、住民の理解
も得られた（104-D-4）”などがあった．
《活動が定着・波及することにより交流を拡げる》
では，“島の伝統行事を継承するために、定期的に
集まる機会がつくられ、参加した婦人たちは、婦人
会活動について話し合う機会にもなり、新しい島の
特産品が共同開発され、婦人会活動が活発化した
（108-F-8）”，“美化活動に取り組んでいた婦人達の
サークルは、引きこもりがちな高齢者の自宅前にも
植栽活動を拡げ、水撒きを依頼したことで、外出の
きっかけとなり、通行人との会話や井戸端会議が行
われた（112-C-3）”などがあった．

4 ．「住民同士で支え合う」を担い継承する地域づ
くり

《高齢者との関わり方を内省し、住民との支え合
う意識を呼び覚ます》では，“ボランティアとして
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島の高齢者の世話をするより、高齢者をその気にさ
せることは、難しいので、高齢者の力を引き出しで
きることをしてもらうことを心がけた（2-A-1）”，
“島の高齢者は、長い間島で生活してきたので、皆
で支え合うとか、ルールを守ることには慣れている
が、リーダーとしての役割は取りたがらないので、
新しい活動のリーダーは婦人会が補った（86-E-6）”
があった．

《活動の継続と地域の発展のための役割を模索す
る》では，“唐辛子の生産・出荷は高齢者の就労と
して定着し、加工にも参入したいので、そのリーダー
を引き受ける高齢者を探した（85-G-11）”，“世話
役としての活動を見直す機会が必要であり、他の地
域で実施されている世話役やボランティアと情報交
換したいので、そのつなぎ方を探した（52-E-5）”
などがあった．

表2．地域活動から見出された互助の機能
ID キーセンテンスの例 サブカテゴリー カテゴリー

36-E-7
　体操教室やサロンなど交流活動でのボランティアとなって、「暗くなるのが早くなって帰
りの高齢者の足元が心配」など課題に気づいたら冬時間と夏時間を設定するなど、その都度
対処を工夫するようになった

「他者を世話する」機
会を得て、その役割で
楽しむ 世

話
し
世
話
さ
れ
る
活
動
の
積
み
重
ね
で

住
民
よ
る
助
け
合
い
の
風
土
へ
貢
献

19-H-14
　百歳体操の世話役を時々お願いする隣人には、負担にならないよう機械の操作だけを依頼
していたが、隣人は回数を重ねるうちに体操のビデオを流すだけではなくレクレーション活
動も取り入れるなど高齢者を楽しませる工夫をした

103-B-2
　民生委員として、「高齢者の通いの場をつくりたい」と行政に相談したところ、百歳体操
を勧められ、その実施方法は住民に委ねられたので、住民同士で話し合い、通いの場が実現
した

活動を通して「世話し
世話される」関係を醸
成する7-H-15

　これまでグランドゴルフをする場所は老人会が手入れしていたが、休会となり、あれ放題
になっていた広場を、島の勉強会や体操教室の仲間で草刈りをしてグラウンドゴルフができ
るよう整備した

106-C-3
　前期高齢者の女性達は、島の人材をも講師として活用するほか、島外の老人福祉センター
の趣味活動も情報収集し、それを模倣し楽しんだ

世代間交流や世話す
る体験を促し、助けあ
いの風土へ貢献する

63-G-10
　自宅で寝ている健康器具の再利用のために無償提供を依頼したら、たくさんの器具があつ
まったので、行政に設置場所を相談し、老人福祉センターの一角に器具が設置され、住民が
自由に利用できるトレーニングジムにした

行政の力も借り、住民
に馴染む活動の場を
拡げる

43-E-6
　島のイベントに体操教室の仲間でチームをつくり、踊りを披露したら、楽しく生きがいに
なったとお礼を言われた 交流を目的とする活動

で楽しみを引き出す

高
齢
者
に
馴
染
む
活
動
で
楽
し
み
の
醸
成

99-F-9
　島の唐辛子を使用した特産品は、婦人会により販売ルートが確保されているので、高齢者
が原材料（唐辛子）を育てる楽しみが増え、島の小さな経済活動にも貢献した

79-G-11
　唐辛子は栽培は簡単であるが、出荷の作業に手間暇かかるので、若者より高齢者に向いて
おり、民生委員の私は、地域の高齢者に勧め、生産者を増やした

高齢者のできそうなこ
とを見つけ、生産活動
への参加を促進する

73-G-12
　若者らが始めた野菜の販売への参加を重ねるうちに、高齢者は野菜を洗ったり、束ねたり、
できることを増やした

できないことを補い
ながら、高齢者が楽し
み、無理なく参加でき
る活動を見いだす

75-G-13
　私（住民）が開催しているひとり暮らしの持ち寄りカフェでは、行政が企画する活動とは
異なり、高齢者たちは「お客さん」ではなく、持ち寄りという自覚で、高齢者たちは率先し
て会場づくりなどできることをしてくれた

1-A-1
　おしゃべり会は、一人のおしゃべり好きの方が認知症になって、昼夜を問わず知人の家に
長居をして対応に困っていたので、定例で公民館にあつまり、決まった時間におしゃべりを
楽しもうと民生委員から提案され、合意の得られた知人ででスタートした 島の暮らしの継続に

向け課題に取り組む

「
島
で
暮
ら
す
」
を
生
き
る
交
流
の
促
進

104-D-4
　自治会は過去に島内移住希望者のアパートを確保した経験があり、地元の高齢者が家屋の
老朽化により、住居を失い、島外へ転出せざるを得なかったという課題に直面したとき、高
齢者のためのアパート建設に、取り組み、住民の理解も得られた

108-F-8
　島の伝統行事を継承するために、定期的に集まる機会がつくられ、参加した婦人たちは、
婦人会活動について話し合う機会にもなり、新しい島の特産品が共同開発され、婦人会活動
が活発化した

活動が定着・波及する
ことにより交流を拡
げる112-C-3

　美化活動に取り組んでいた婦人達のサークルは、引きこもりがちな高齢者の自宅前にも植
栽活動を拡げ、水撒きを依頼したことで、外出のきっかけとなり、通行人との会話や井戸端
会議が行われた

2-A-1
　ボランティアとして島の高齢者の世話をするより、高齢者をその気にさせることは、難し
いので、高齢者の力を引き出しできることをしてもらうことを心がけた

高齢者との関わり方を
内省し、住民と支え合
う意識を呼び覚ます

「
住
民
同
士
で
支
え
合
う
」

を
継
承
す
る
地
域
づ
く
り

85-G-11
　唐辛子の生産・出荷は高齢者の就労として定着し、加工にも参入したいので、そのリーダー
を引き受ける高齢者を探した

活動の継続と地域の
発展のための役割を
模索する52-E-5

　世話人としての活動を見直す機会が必要であり、他の地域で実施されている世話人やボラ
ンティアと情報交換したいので、そのつなぎ方を探した
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Ⅳ．考察

1 ．地域活動にみいだされた互助の機能
1 ）伝播する互助
島嶼地域における高齢者の地域活動に見出された
互助は，世話し世話される関係を醸成し，その体験
を促し，行政を活用しながら【世話し世話される活
動の積み重ねで住民よる助け合いの風土へ貢献】し
ていた．
恩田1）は，支える人と支えられる人が往々に入れ

替わる関係を互助ネットワークと位置づけ，二者間
でのやりとりではなく，さまざまな他者との関係を
取り結ぶ様子を「恩送り」と表現している．そして，
「恩送り」の行為における，他者の自立を見守るこ
とと手を差し伸べることの見極めこそが，生活の知
恵であると述べている．
島嶼地域の住民は，地域活動を通して，互いによ
く知り合い，そのことがさらに助け合うことを支え，
恩送りの行為における見極めを可能にしていると考
える．そして，高齢者の世話をしながら，同時に高
齢者に世話されることを繰り返すことで，高齢者の
参加を広げ，促していた．「恩送り」の行為により
伝播する互助は，住民同士の交流の機会を広げ，高
齢者の活動を促進しており，介護予防に貢献してい
ると考えられた．

2 ）自助を高める互助
島嶼地域における高齢者の地域活動に見出された
互助は，交流を目的として，高齢者のできそうなこ
とを見つけ，できないことを補い，【高齢者に馴染
む活動で楽しみの醸成】していた．
メイヤロフ14）は，「ケアは，私がこの世界で “場
の中にいる ”ことを可能にする」と述べ，それは，
ほかの人にかかわっているという自分自身の在り方
によって認識され，絶えず新しくなり，力動的な安
定を指すと説明している．
地域活動において，世話される存在であった高齢
者は，活動を通してできることを増やし，自助を高
めていた．同時に，世話する存在であった住民は，
高齢者を支えることを通してできることを増やし，
成長を実感していた．これは，高齢者と住民それぞ
れが，“場の中にいる ”ことを可能にしていると考
える．自助を高める互助は，公助や共助が脆弱な島
嶼地域において，高齢者の地域活動への参加を支え，
同時に高齢者と住民が，地域活動の担い手としてで
きることを増やし地域を支える力を育み，自律した

暮らしの維持につながっていると考えられた．

3 ）当事者の関与で発展する互助
島嶼地域における高齢者の地域活動に見出された
互助は，暮らしの課題に取り組み，その定着・波及
により，【「島で暮らす」を生きる交流の促進】をし，
支え合う意識の喚起と役割の模索により，【「住民同
士で支え合う」を継承する地域づくり】につながっ
ていた．
暉峻15）は，「対話のもつ平等性，相互性，話し手

の感情や主観を排除しない人間的全体性，勝ち負け
のない対話の中から生まれるものへの尊敬-それら
のことが対話の魅力になっている」と述べている．
島嶼地域は，環海性，狭小性，孤立性という特徴
から，人口の移動が少なく，役割関係の重複などか
らかかわりは頻回で長期間にわたる．そのため他者
を排除しようとせず，対話が成立しやすい条件を持
ち合わせている．そのことが地域活動で過去に課題
解決してきた知恵を活かすこと，当事者である高齢
者とのかかわりから課題に気づくこと，高齢者と一
緒に課題解決のアイデアを求めることを可能にして
いると考えられた．当事者の関与で発展する互助は，
住民の過去に学ぶ態度と課題に気づく感受性から，
地域活動の継続と発展に期待がもてると考えられ
た．
以上のことから，島嶼地域における高齢者への「地
域によるケア」にみいだされた互助は，伝播し、自
助を高め，当事者の関与によって発展しており，地
域の実情の応じた地域包括ケアの基盤となり得るこ
とが示唆された。

2 ．顔の見える地域づくり
互助は，伝播する存在であり，自助を高める存在
であり，当事者の関与によって発展できる存在で
あった．M.Ｂayley12）は，公的サービスあるいは専
門職サービスは，当事者とその家族，友人，コミュ
ニティの他のメンバーによってなされる，あるいは
なされうるケアや援助を，補完し，援助し，協力す
るものであるべきと結論づけている．そして，その
ためには，当事者とその家族，友人，コミュニティ
のほかのメンバーによってなされるケアや援助を把
握することが必要になると述べており，それを可能
にするのが顔の見える関係である．つまり，顔の見
える地域づくりは，当事者を取り巻く人間関係に織
りなされる互助を見える化し，公的サービス，専門
職サービスを提供できるようつなぐことと考える．
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大湾11）は，波照間島の「互助」の高さに着目して，
互助の機能を活性化させたことで，公助・共助・自
助を補い高齢者の地域ケアを誕生させた．そのプロ
セスは、専門職として島に介入し，全数調査による
実態把握だけでなく，定例の会議による住民との対
話と，住民全体への情報の発信による徹底した情報
共有があった．つまり，専門職と住民との対話，住
民同士の対話，島全体での情報共有が，地域におけ
る互助の様相を見える化し，行政と専門職による補
完を可能にしたと考える．これは，Bayleyの示す
ʻCare�by�the�Communityʼすなわち「地域によるケ
ア」の姿といえる．本研究で把握した地域活動にお
いても，高齢者，住民，行政，専門職は，活動を通
しての対話，互いに情報を発信し，あるいは情報を
受信するという情報の共有が捉えられた．
互助の機能は，超高齢社会においてケアの担い手
と高齢者自らの生きがいの醸成の観点からその活用
を図っていく必要性がある．したがって，専門職と
住民との対話，住民同士の対話，島全体での情報共
有が，地域における互助の様相を見える化し，顔の
見える地域づくりに取り組むことは，高齢者ケアを
担う看護職にとって，地域包括ケアに寄与する重要
な役割と考える．

Ⅴ．おわりに
本研究は，住民同士による助け合いまたは住民の
ボランティアによる高齢者のための活動から互助の
機能を考察した．互助による地域活動は，高齢者の
困りごとや危機感をきっかけとした活動，地域の課
題を捉えた住民による行政への提案をきっかけとし
た活動，地位活動から派生したあらたな地域活動，
自分たちが楽しむための活動，住民のアイデアを
きっかけにした活動があった．これらは，住民の身
近な他者への共感力，想像力の発揮ともいえる．我
が国が直面している社会保障の課題は，個人の公共
意識の衰退と行政依存を生み，孤立という新たな社
会的リスクに対峙していると指摘されて久しい16）．
島嶼地域における高齢者の「地域によるケア」は，
個人の公共意識のモデルであり，その共感力，想像
力にねざした行動により，行政依存を払しょくした
住民の姿と捉えられる．行政や専門職は，このよう
な住民の姿に触れ，学ぶことを通して，様々な地域
で潜在化している住民同士の助け合いを見いだす力
をつけることができると考える．
本研究は，把握した地域活動は紹介によるネット
ワークサンプリングであることから，どの島も活動

を網羅して捉えることはできていない．しかし，顔
の見える地域づくりのためには，行政や専門職は，
互助による地域活動を把握し，互助の担い手である
高齢者や住民の発信に耳を傾け，対話を試み，情報
の共有を徹底することが求められる．今後の課題は，
住民の共感力，想像力に根差した行動を捉える視点
を見いだし，専門職として地域における互助をアセ
スメントするための技法を確立することである．
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